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177.中世成立期における

琵琶湖畔開発の一例

(研究ノート 1) 

(1) 

'1' ì~lQ r数f[ f;5 11会 r'l ' オミIfJ f文化財訓f王朝Æ~町I} ti;19 
lb(1988il'，/!l:)所似のJ命え:r '1' :-ì:. UI J'i''1における í~'1'~の

集係湖、分(IiJ ( ;1 1';':ぶ)によれば、 1'1'-i， urr Ij'lとその尉

;!1 1~11 を含めた地械における山代c!j~必分ずlïの駁史的変化

l:t 4 II，¥'JUIにiベ分され、t111VJUJ (11 -131止奇心)に必いて

は 、 US i'，高富立が成~IU削ニ1í1JJIIするニとが述べられている。

そして fjflJJIIのllH激しい11年JUJI止、平安i時代後lYJ以後

であ勺て、こilらliIIllkJi却lの主主;uやILIi，却IJt;~ にまでみら

れ、新IIW~~の USiiがとみることができる叫 { 10 1'Oとし

ている.

'1~1ill年代後JYI (11・12世紀)は、日本開発史上のピ

-7とどーえられているが、これについては、沖:回目出

リj氏の ru ...jω1'111;1初予:U~の研究J(1984 ff.)によって見

てJ;・ょう

，'.1.¥川氏によれば、 I1本のliij近代に布いて「開発のi13

まリをぷす大きなうねリ li11本史上何J:t{，現われるが、

山代の条J~I!a，IWt- J也の llil家的!日11~やjlj:1ltの新旧H~~~ とな

らんて" '1'111:1ぷ，i.mlのIJH1eがそのピークのひとつをな

すことはほ1J:;\2.められるところであろう~ (121:Oとさ

れている。そしてIJ'・IH:成、i:JUJのIJfj1色のf，¥'つHf史的立義

については、m ・に「かかる1lf.11eの彼{ま、;fEI者|公釘l伽l

' í~i Uliil' "'11tH必 とい勺た'1"111:社会の什絡をなすii布
袋:ぷ形成のJ，I;f，，'tjとな ったJ よと (lH()、約一jこ「人Il¥J

とi'I然との|弘H系における変革である」こと (15Ji)があ

げられている。ょのお1:の芯:，XH卓会1I，'j'代をj並じて比ら

れる.t.'.~であるので、ニこではm. -のぷ楽に~泌をしIl"

勺てJ五きたい。

，'.1.¥111氏l'iJ， I~にJ:HI! rすなわらこの11年代には、 上級

i'i: ~支など・部の;!手伝的防総を除〈社会のあらゆる階級

， ~管財の人びとが、機会さえあればIlH発に1=1 を向けた

と4・えらHるJ{14(()としている。た とえl;f、 上空fl正l

の1;.・J.Mや紀)Hlilの絵1H:t ‘ l司 I~T (1:庁 ~Ii' 人j主による例で

あリ (12-13 ((l 、 t~li'i!it' '1、k)L似では:l:J(苦手が r~，.略

を姐らし、功J)をIよし、もどにi也を村長築し」て荒廃した

{以111のIIj.HfHeを1J:っている(14.m.すなわち fこのよ

うな階級 ・階l併を占まえた無歓の人びとの|制発のtz・Z;)こ

そが、 "J世成立JtIJの|泊先のj皮の円大なピー 7をつく り

あげたのであるJ (14(()。以 上の械な状況が、第一の

立義で&べられているような r，'， 111;社会のすj'絡を作っ

ていうたのであろう 。

，'，世1・1ぷ，'，:JUJにおけるIJfJ1et立、 31・・に、 ・IUJ'寸也やかf

(.tJ也 とさ れながらも 、 その f去に )j文~されてしまった 、

いわゆる r総JiI!.Jの川IJfJ1e( 15-l7j:()、第二二に「少な

くとむ、 ' 1 '111:に 11 -1ドの ~M也{主的J判したのであって、 f者

に 'I 'lll:成、，'(mIJ;~ :l~の ' 1 (lilよ 、 めさ'ましい桃J也の拡大に

よって特徴づけらIlる J(52(()むのとしている。

ll:HIJに述べた'1'ì:.lll f域における-UHttの:~，WII立 、 以上

のもRな IJH~の械を UII央したものであろうと考えられる

が、以ドでl似リあげる史料1;1、この，'，主目f械の周辺古f，

泌IJL~~におけるml~êにかかわるむのである. また、イ'Ot主

の i二1(!MからI'C{主附にまでわたる人々が主体となって

Im1eを進めた例である点、 「筑'fJの併1:日発ではなく 、

「めざましい排j也のtj:kJの'r.iiを判う Lのである点

を乃lすむのである

(2) 
ここでは、まず...j，;ノートでセ裂に取リ 扱う史料を;jミ

してI五二う .それは r・1<安j虫文 ~1 ミ'Y$J 所似の 1166

J;}文;1?である。(以'fでづυ1Iする史料 l阜、主裂には同

j立文のtf1:.~さのものであるから 、 文;， l F採りーのみを記し、

それ以外につい てIHllc!去の11，によ 司て〆J;す。)
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f hじ~l す:J主主.. 本』

(Ijij 欠)

一つがi/J6I，It.h'klllr
_j fi削減判明治' I :， J也之、I~I"ド久IlIJ 、もど f

1 ':i.:tA~イl・公池之代、|刈絃永I.~H J官I{耐!JI，:，'i{I:

I也公民等、 111，於今.r.・Jili)J: 1 、.1:券jlß~1I ('1:， 

I{xnf :， {ド:，JJj'lI 跡的中IJ口('11判

紀T司

，'4御~)}縦Iflll'r. 
惣JJ縦?とIU$r.

ll，gjを介正義)1:"

揃・御1.，1，;)II転)1:

(tJ也 J)州Ii:人'.'f'P，'1~J

この!t将の内谷を吹:約すると以ドの械になるであろう。

f Iiおiuf11 i':11の'1:，地は、全lねの池として』主流

されたまま年久しくな勺て必リ、ょのUIJに



のす'U)<tAに公I也を縦している.そこで、(我

浮) (1:地公K'l事が 漬かIけJ脇-'JlIJを (I摘発

して} 悩とするfilll，.，'iした L、。1!!し、今

のところは必jド m が ({~l去して)券を立て

j弘める Lのであるd

以上の械な内谷を持っこの史料の芯議11.、第一にr街

地(i:lむから f7J縦J1M、さらには'f."iJの「介J 7ラ

スの布地栄侠lciにまでわたる"'11.:ぃ際級 ・階泌が一致

してHij1eの i:体となっていることにあリ、この現象を

.:.'.iU与の阪!l!l安1;伴の"，に ;i'(< II，~、 (1:地下([-ì::;~1J形成j必れの

ひとつのパターンとなり fゆるのではないか、というこ

とである。お:に、この11111:紀には、'{:LIl1!i ( 1045'1'-)・

犬作(105511'，)・ifillHl附5'1と}・!I!!;久(1069'ド)と 4伎の

:1l: lillt~J1Il令が: 1 \ t-.されているが、午¥;(ニ短久l交の場合lま、

r烈|弘，J'吉正においてさえむ似1~ ilf.;;IH，11がある・・ーイil111

11<八 l陥内が、 ……~tí必以後の刻、:UEI.:II および)JIl納 I'n ，

II'，WJUはすべて11i{り il'jされて似公された IJ など、か

なりの11.民日とをあげている"ニの1166¥;-立:ltF{主、それよ

リ後のむのであり 、;Ii:lo.lilr'/:に付してはhil(しかうた折ー

のlI.yJYIに、 ト'..l~llW ~ê i:(本となった人々はいかなる状j兄

必山在を J、与って J!Ji隙なな砂立:'~さを-t:UI\したのであろうか。

恐らくそょには、{Iofらかの状況変化が起こうているも

のと号えられるが、その.1.1; i)t~変化とはどの憾なもので

あうたのたろうか。

(3) 
1166り‘文，1Hi、 r守1II，Inbと『野洲町史』で取リ

J'.げられている rヘ:，:，1，rli史』でIlrζの型j-洲市制ia司

に付する j5:i1:1 1.1f.'r・.~~ . (lと似 3:1:. tlOll:，UI市 12117円)

によると、百iJl;l，'J'ii(['" i'ゆ'1州1;，ぷ処が~'f'洲市 míにあう
た。 …… ここで11:立したいことは、この;5:iJJJ~符奈の

なかて¥八条 ・卜1'41I!_1.J:r tJ ;'，i=J，;U"I的不ti:上I'H"J とい

い、I.olじく九条 ・ト:，'I!.のうち I')L)'I'よ リー二十六月E、

ねよぴ | ・ 114 '1l，はすでに (，~)J;(であ勺たし、また 、 イ ー条 ・

1'， :，'H・I'IILI'I¥!，とむ に，'，i:JJ;>:であったので4会ti:の対象

から除外し、Jf(・1・にil:せずという 状態であったがみな

II.:制となしていたことである.この)}I.:IIの検ji:の付事と

から1::(:外さiLた}也Ij、，jir&の条'IU'xl巾によると 、いま

の判|り11、川uのすそt&.にあたる。……そして、i訂以 3

に十i:せずと t 叶状態て'あった」ニとから 、 4El"I ~再現令

(特に岐しかった延久伐の Lの)によって収公されて

しまったということらとえられる. だが中iI~神的荘 11.、

同じく r;5:n:同n・:本J によれば、すでに長保3年の時

点で「免除IDおLrfr Jの状態にある:lEI叫としては r{t

代例J によって保障されており、しかむ、本文内に J~

いて tr 1-刊氾じ必fρI'.j民地内f， (lH~ii:rf'H、 nw+

7与:ii:文・l主之、{lI，1ラ以山 ， J として、検ii:の対象から

除外されたJ也でも:11:域内であるニとのHH処は UJ~ (1にな

っている。そしてこの・l五I.J:、 '14，IJr大介疎IJ;>:~Ol 回 h 刊 J

に上ってむ公認、されているニとである。 士f.;、延久根

1'1¥令においては、花倍以後のm，.t::IEIも1-'¥吋Nl処の不lijJUJI 

なものに.tJしては厳しかヮたのであるから、 "'I1¥ ~，I曲』守

羽:に|刻しては似公はなかったものと ηえられる。した

がって、1166-'.;'立;J?のIlfI1e;t.J'匁J山を"，;'t1r!1I'，';j-AJ:1付にi七

定することはJ!¥V'I!であり、?恐&ら<Iはよ;1“i辻1
イや仲l呼巾|ド1ぴる .二.f角IJi掛洲針州|を剖II開;H別f.J発のI付J草匁tυI地むと，すtるbのであつたと巧 .々 

えらiLる。

r'l)-j'洲町史』にねいては、 「ニの文，IFに{よ欠mが多

< 1:rJ ，;~~が事f~ しいが rilll iAt..-kiNJjllJ ・ r~11自h とい勺た

部分から"Ji 't:tEのjlJ:jllに'!ijするむのとはてはばHlJj盆い
ないであろう .……夜間fll年代の史料(r.m.，己L1，;叫(JHJ

中 、 政fifrr， 引f-j' ) に r~htH，制 11日今iJ~'t:J がはえるニと

を考えあわせると、 ~f洲川市iÁ[ ドitの今j兵村(~):lllr'i 

今浜村} に比定するのが安勺と忠われる. 勺 II.~の野洲

"If旬流li，現イ1:よりやや，tiにi氏路ヵ、あったことからする

と、今igに沿って i~UL る.l3I. (1 の~I'i'洲川，}.ji削主主流で r

図i~~i'iJJ と呼ばれても、たのではなかろうか.j (563ft) 

としている.この r!J!f洲IUHl.!Jによる対象地I七定は、

，" ilt神的;11:1'、jに次いていないこと、おIUfll引にの史料と

は~え 、 y~なる史料によ っ て tllì}止を/111えている二と 、

野洲)11の流路変!l.!'という点を与I.M.に入れていることな

どが r!:J:111 rli 史』と{叶I Jj~している 。

しかし 、 いずれにおいてむ I lfJ ~êtHU也 を j七'どする際

には、1166り-文;川'1'の r~， I III :'f Jを"'jI~ NIIII/，j ;IE に 引 き 付

けらtLてしま勺ている.

(4) 
1 166号ー文 1?の IJ~J ヲê _l\J・ ~J也比定の予uトかりは、本文;内

(1:.から約別fドi去のIJ{flt :~ (1' (l Oi9 )匂r[には、'J:.i眼寺下(I では、 r 泌がIif.U~J fjlollJがあるが、これらによ

'I'i 'tNI由:'fJl:の総I也I.J:、ひそかにl川被されたらしく、そ

のうち、 白浜脇，~j必111ftよ、 口il~MilÍt ..-kiNJj!1'r:J也之宅l潟

久1111、こニに(r:Jt!!公l..;':pのljl対に上リ，'UHEI吋となし

た行、lt!;~t 、，Z{主主従に，J~している 欠史:の多い文，tFで

あるが、その!句作から、野洲III，lt泌 1''iAtの小浜の地に

i七定 しうるであろう J(1R3 (( -185(0としている

主ころで、 11661;'史料に上 III工、開発対象地t1.r公Jtわ

であリ、 r J J : ( 内 ) の抗.lt!!. J と'1: lt 取れる文.~.{1 I~己され

てt1¥、なも、 しかし、，jijll¥rj!i:H:'I!jf守系Jて'の r.rHJ

つては、多分発琶湖]/;~のが111 古1; であろうと，ì うことし

かわからない。 また、文:，I~'J!の初れでは r ~，I崎ム r，14 

i純I~正』、 「主'H去介 J .fMí卸|曲I Jがあげられる.fl!! lを介」につ

いては、当時 q芯r，介」というむのがあり、必ずしむ

越後何にこだわる必咲はない r~，I崎J については、

神崎剖;があリ、また、 "iJ l:lí内には大変.'"旬ÎP'I崎~Eがあ

る。そして、『守，Ijrli\と』や r~fi州田fI.tJ で取リ Lげら

れた中i'tllll自J日Eがある

まず NI曲者míについて訓べると、 1，・Jmí~ llt 卜・ II~六条
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ニJ:'1i.の小才名が「衝IJ~J とあり、先述した大安手f銀神

l崎慈の域内に入っている。しかし、その他の点につい

ては、手技|、かりとなり得るものはない。

次に中jぷ宇I11崎~について制べてみよう。 r商御既」

については不明であるが、 rj議後111麹」については手掛

かりがある。 前日3 「近江図符:衆」によって r~1律神崎市:

の荘f設が判る が、その荘域内に li凝立閉めよ長誌が含ま

れている。この立聞は、立花 とFi殴というこつの*洛

が合併したものであり、この「立花」が「編後11様IJか

らたどれるのではないだろうか。また、中主|月中曲者，fr:の

i!i (，考の地である !針洲1J1í~盟十二粂+-Æ三十-:f~の小

学名が 「総反問」 となゥていて、 「i也後介J と|弘i係が

ありそうなに.1:;いカ〈する。 iL r~\1 i進力〈あるとするなら

ば、ニの「越j叉El]J 1:.1: r越後介」め直営朋であったと

Jr-えられるが、そうとすれば、互いに近くに{夜間する

「越後介」 と rl¥市街11潟百;JJとが閉じ「藤井」姓を名乗

っているこ とにも慾P;{{がめろう 。

以上より、J166号文色?の開発対象地を比定するなら

ば、 TI'WNI崎;fb[.illの 「窓際IltllJであ ったとえち・えられ

るが、伸的刻H人jてのあ った可能性もま勺た<1~I~tえするわ

けに Lいかないであ ろう。

(5) 

ここで、「越後介J と「結:jíWIJI~1 可」と の剣こであゐ rjjキ

オ|二」について剣べておこう 。実は、この r;1隊持・」に関

述しているものと勾えられれr*lb';hQ. それは、745

4子女;警の 「東大寺iJL)わ である。

日大手!J'J!6妙 i!iiI翻 1知

鍛納米l長崎;1事 rf:析l.iii

.~)I.;_]~II Wlr:f!iJ 

右 前年御封 。tに司令之内、生1.1日生?号、(I~*fI如 (!I三 、 i\f(j話妙、

iF古与fH悦トj拾玖EI 者fl枇11日泣~r.i!i
別賞大{鋭部(1EJIII)

少別街路民自主目i~

|二E軽減俄師 r~義務」

縦 |てl，m大法師 r~rr虫干J

:T-=E 
rj;巨大寺i些妙」は多数銭っているが、これらの史料

については、次の様な説明がなされている。 rよそj'j三自主

東大寺がj!í: i'J:問 |人j の安']Fô を (J生JI'l.する |;5号 、 11:;U~~;話抄 (JJ

物の納入以前に発行される似受~@E)をへÿ.伎に L たせ

178.彦根市松原内湖遺跡

出土の耳栓について

一一資料-紛介一一

t'リ1)j(l!-hl1ij立~~・は 、 i琴線市ft~1京 11ITJ也先に所'(1・し、IH必

て現地にまざ戸物徴収に i匂わせた。 徴収がすむと ，H~li

3詩文を発給する叫 ('1総00日本瀧Il!il史 1 ~ 442J'0 
745号・丈斡を見ると、袋持として「仁郎総 藤井口sili

T'lH:fllì. J が記されている 。 ζ の -9~，殺さからは、この

745号文併が r仁関」によ って作製され、r'J!事:外口自IliJ

によって「近江l翠J へ巡んだ Lのと 17えられる。つま

り 、 こ の「議~I:口r，IP J が:;~;伎となったのであろう の さ

らに、 803号文容「東大寺{削剥 |二.J.t!:1i潟支;従 町』でj;]:、円安

}除JI二口行 lが見えてい る。特l二 r~ti~~:口IWJ がjむよ円1，1

へ派i泣きれたのは、 1166サ文:干lEに見えている1，1，jr藤井J

との峡的関係が考!~i.されたものと恩われ、 r(先d制1・口

行」カ'iJihiJされたのもまた近江|りであみ 1 とJ号えられ

る。 また 、 rilr大寺jldYJIま(Io地の附11¥j~みのものであ
ることか ら 、 そ事ー佼，;t凶街 |付 にら一定。〉人m長を-t~f 勺 てい

るむのと行えらilる。

すなわち、 1166号ー文書のi両jr藤井」は在地における

《族でらあっただけではなく 、将司zたる東大守へ一族の

人間を送 リ込み、さらに飽和Jの官人とも 一定の人111止を

有していることがうかがえる。

以上よ リ、 1166~号文訟は 、イt.:t也土宗たる「桜井」 一

族が、 [i!f官誌の公総力をパヅクに してr(0也)J晴樹fi:人労'1

を労働力と して動員しつつ、琵琶湖燃の r生.!¥むを開

発し、中央の総門王寺社(恐らくは東大寺}へおi色する

ことによって;!f:iPf:lI:を手に入れ、それを契機土して自

らを，*，ill:a(J街地官民主へと変身させようとしていたちの

と考えられる 3

( fj1~'両政)

i主

① 竹内政三 r日ヨjI:の底、史6J 中公文時 1973 

155-156廷。

@ rj l'三υ立文第二:&~ 419文1来。

@ 吋 てI.LJi'p史J 187亥。

Q) 803号文雀 r京大キイ制約 ド3喜界j文案」

『安良』
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j京内i却jの北京僚にあたる。tiくから北1"11にIj餓桜して

矢倉J llìií跡 ・ 入iJ~内湖遣問、の干f杭・が勾1 ら i ι、当内 iMl t;:<

にも，m似したj盆湖、か広がるものと予測さ れていたが、

滋絞燥による東北部流域下水i釦判じセンターの建設が

計酬されたニとにより、 これに先3之ち試抑制資が実施

され(1984:f.p伎に 1985iFJ'，tより発射iih~!千tが築地される
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迩びとなうた。松原l勾詳JlIま戦後の干拓によ リ、 現

者t)立7.k悶 .'J:lnJ也として利用きれ、一部には宅地開

発もill!んでいる。

これまでの発椴誠氏結果により、本遺跡は縄文

時代から江戸時代にわたる複合遺跡であることが

1切らかとなっている。造物の上では縄文11寺代の後

-11免!!Jlの多趨;の土苦itと共に丸木ffJ'.ヘラ主le木製品

・滋将II、弥生時代後期jの多i誌の木製品と小鋼鋭、

古墳時代の木製古車中 ・木製然j奈冷り主任小!J'lf方製

鋭、 奈良時代の巻11台 i~足先持、安[IUT II寺代の級官1iの害警な

どが出土しているが、いず11.も|日内刈lの汀線沿い

に椴械した包含層内からの出土であ 1)、今後、時

間的変化に併'う i誼湖、の形成やその立地・性絡を考

える上で重要な資料とな り得るものである。

ここで紹介する11'校1;1.1988年度の発術調査によ

リ 当遺跡術家持I~の A地区の波紋1包含}苗(スクモ)

から出土したものである。土製gmで外径 3.1c師、

尽さ 0，7仰の環状を主し、断聞は薄手で扇司王な三

角形状に近〈内外IfIi共に無文でゐる。表而iの利時ftが議。

しいが、部分的に赤I奈が残存しており 、もともとは全

休に役布されていたと忽わ札る。

If総i正、司飾の-H¥てが5}IJ宇，f鈴状IfûílíJ とも~;され、

耳た，，~:苦手孔を前提としてその孔に J市入して活祭するも

のである。'狩製品とゴニ.~品とがあるが 、 その形態と総

された文様とのk:1lみ合ぜから多械な ni~1 を有する。 22

楽ド!}己氏のJJi烈分主(i①(形態 I-VU類、文総A-GJJ[)
によると‘本苦t;jSHi環状をAf!，し内部にテラス状の張り

出しをめぐらすもの(IlmOにj瓜し、文紛れ崎県文頒 (A

松原内;疎遠E亦 耳栓出土イ立遺図

。 3cm 

労1て"ある。

↑ 
松原内湖i盆跡出土

耳後(s = Y，) 

←松原内;萌遺跡出土

王平後実測図

(スヲリーントーン1;]:

赤i家主主布部分)

県内での{也のtI:l土仰j をみてみると刈iJi!S ~~JH品}係の日開1迭

による滋f;ilr.l治的;:[ '1 上例 ⑦ 、 jJ~大wパイ バス i民l遅刻査
の火太遺跡的土{9IJ がある。 i放~t旦迭問、からは大小の 2

qが，~'\::iニしており 、 ïli !æl.7cl11のものと 3 . 3cmのものと

があ り、ともにこヒ製品て、形態1;1:r日JWぽ飾」と4かされ

環状を笠さず、内百l[にl立|閣を形成して光j髭された内伶

状 を呈する (1'1m。なお、いずi.lむ紙ヌ;であるが、前

者Ltっくりがあらく、後者l止主制:J:';を含みつく 1)は丁

績であ答。 IIID I互の貝級{黒色指針L~泥土)内よ り 滋賀

MW . V式の土総と共にほl 二t している。穴太j11~丹、 ::1:\ 二iこ

のものは 3例あり、 「日Jf手工rWliJで環状を主主さず円然

Jf~のもの 2 点といHfifが大きく f央られる L の 1 点であり、

後者にはみi裂の冷可)iが認められる。

|刻家-'(， I'I~羽~.I1l!. 1Jの仔IJ のよう に 1 i訟i跡か ら 100点余 り

の出土例があることから 11 た，l:~孔とそれに1'1'. う1'1'飾

を用いたイ~礼;がーj位|生のものではなく、 flt'!4gなI都港が

1 ~長決 I t.、j に下t: イ( したよ二 とが子ì1!IJ される場介があるが、

凶日本などでは炎42ト的lこ叡めて少なく、来日本とは異

なった社会桃迭をかいまみることができるかむしれな

、、。

(i!fra n則)
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①誌t~袋的己 rニヒ製11 釘hJ r縄文文化め研究 9..1ー縄
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φ fiMJï街線 |品i係遺跡iUl:止を報f~i!tjJ本文相4 ・ |刻版制
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